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水稲における長期残効型育苗箱施用剤の今後
ね

福島県農業試験場病理昆虫部 本艮

は じ め に

平 成 1 2 年 3 月 に 示 さ れ た 食料 ・ 農業 ・ 農村基本計画

で は ， 農薬の適正な使用 を 確保 し つ つ ， 的確な病害虫管

理 を 実施す る こ とが求 め ら れてい る 。 と く にい も ち 病 を

中心と し た 水稲病害虫防除で は ， 持続性の高い農業生産

方式 の普及 ・ 定着 を 着実 に 推進 す る た め の ， 簡易 で高精

度な発生予察技術等 の 開発 お よ び普及が必要と さ れて い

る 。

適期 に効果的な防除 を 実施す る た め に は ， 高精度発生

予察 に 基づいた 防除要否の意志決定 が重要 で あ る が， 近

年の就農人 口 の減少や高齢化 に よ り ， 時と し て予察 に 基

づ く 最適な防除 よ り ， 発生の 有無 に か か わ ら ず省力 的 に

行え る 防除手法が選択 さ れ る 場合が多い。

で は ， 近い将来， 水稲病害虫防除 の 主 た る 防|徐技術 は

ど う な る の で あ ろ う か。 こ れ に つい て 明快 な 回答 を提示

す る の は 難 し い が， 1 999 (平 成 1 1 ) 年度 に あ る リ サ ー

チ 会社が農協 の 営農指導員 を 対 象 に「稲作の 現状と今

後」 に 関す る ア ン ケ ー ト 調査 を 行 っ た 。 水稲 の病害虫防

除法に つい て ， 研究や普及 の 立場か ら の提言 は 多いが，

防除指導の最前線 に あ る 営農指導員な ど現場の声が上 っ

て く る こ と は こ れ ま で皆無 に 等 し か っ た 。 今回， こ の 調

査結果 に つ い て 病害虫防除 に 関係 す る 部分 に 限 っ て 公表

で き る こ ととな っ た の で紹介 し ， 若干の考察 を 加 え る 。

調 査 は ， 東 日 本 で 105 名， 西 日 本 で 95 名 の 営農指導

員を対象 に 行わ れ， 今回紹介す る 部分 は ， ( I ) 稲作の病

害 虫 の 発生実態と防除対応 ( 発生 し て い る 病 害 虫 の 種

類， 防除対象と し てい る 病害 虫 の 種類) ， ( 2 ) い も ち 病

に対す る 防除体系 の 実態と今後の 変化， ( 3 ) 育苗箱施用

剤の普及性と推進上 の 問題点， に つい て で あ る 。

I 稲作の病害虫 の発生実態 と 防除対応

主 要な病害虫と し て 認識 さ れ て い る の はい も ち 病， 紋

枯病の ほ か， 東日 本で は イ ネ ミ ズゾウム シ や イ ネ ドロオ

イ ム シな ど の水田初期害虫と カ メ ム シ 類， 西 日 本で は ウ

ン カ 類， ツ マ グロ ヨ コ バ イ ， コ プ ノ メ イ ガ， カ メ ム シ類
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こ れ ら の 主要な病害虫 に 対 す る 防除対応技術 の う ち ，

と く に 育苗箱施用 に よ る 防除 要否 に つ い て ， 以下の 2 項

目 の調査が行わ れ た 。

1 ) 育苗箱施用剤 に よ る 防除 の対象と し てい る 病害虫。

2) 育苗箱施 用 剤 に よ る 防除 がと く に 重 要と考え て い

る 病害虫。

得 ら れた回答か ら 重要度 の割合 を算出 し ， 営農指導員

が防除す べ き 病害虫 を ど の よ う に捉 え て い る か を 解析 し

た 。 解析結果 を 図 ー1 ， 2 に 示 す 。

グ ラ フ の X 軸， Y 軸 か ら の距離 に よ っ て 座標 上 に プ

ロ ッ ト さ れた 病筈虫 の 防除意欲 を 下記 の 四 つ に ク9ル ー プ
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分 け し た 。

( ア ) 第I象限 : 防除対象とな っ てい て ， か つ 防除が

重視 さ れ てい る 病害虫。

( イ ) 第 11 象限 : 防除対象とあ ま り な っ てい な い が，

防除が重視 さ れ てい る 病害虫。

( ウ ) 第III象限 : 防除対象とあ ま り な っ ていな く て ，

か つ 防除が あ ま り 重視 さ れ てい ない

病害虫。

( エ ) 第IV象限 : 防除対象とな っ てい る が， 防除があ

ま り 重視 さ れてい ない病害虫。

X 軸 は， 防除対 象とな っ て い る 病害 虫 を 示 し ， 数値

が高 い ほ ど防除対象と し て の認識が高い病害虫 を 示 す 。

Y 軸 は ， と く に 防除 が必要と考え て い る 病害虫 を 示 し ，

数値 が高い ほ ど 防除意欲が高い病害 虫 を 示 す 。 X 軸と

Y 軸 の 交 点 は， そ れ ぞ れ の 平均回答率と し ， と も に 高

い値 を 示 し た 病害虫 は ， 防除対象で あ り と く に 防除が必

要であ る と考え ら れた 。

こ の結果， 東 日 本 で第I象限 (育苗箱施用 剤での防除

対象で あ り ， と く に 防除 を 重視 し て い る 病害虫) に プ ロ

ッ ト さ れ る 病害虫 は， イ ネ ミ ズゾ ウ ム シ ， イ ネ ド ロ オ イ

ム シ な ど の本 田 初期害虫と葉い も ち で あ っ た ( 図-1 ) 。

西 日 本 で は ， 本 田 初期害虫 の ほ か， ウ ン カ 類， コ プ ノ

メ イ ガ に 対す る 防除意欲が高か っ た 。 飛来時期 が梅雨期

であ る ウ ン カ 類や コ プ ノ メ イ ガ で あ っ て も 育苗箱施用 に

よ る 防除の対象と し て い る こ と は ， 育苗箱施用 剤 に よ る

防除の省力化 に高い関心が あ る た めと考え ら れ る 。 病害

で は ， 葉い も ち の ほ か， 苗い も ち が第 I 象限 に プ ロ ッ ト

さ れた 。 育苗初期 か ら 高温， 多湿の 環境条件下で作業が

進 め ら れ る 西 日 本 で は ， 苗い も ち も 育苗箱施用 剤 の 主 要

な防除対象と答 え てい る 点が興味深い。 ( 図- 2) 。

以上の こ とか ら ， 育苗箱施用 剤 を 用 い て 防除 す べ き 主

要 な病害虫 は ， い も ち 病と水田初期害虫 で あ り ， 西 日 本

で は 生育 中後期 に 発生 す る ウ ン カ 類や コ ブ ノ メ イ ガ も 含

むと考え ら れた 。 次 にい も ち 病 に 対 す る 防除体系 に つい

て 現在と将来 に つい て の調査結果 を紹介す る 。

表-1 地域別の い も ち 病防除体系の今後の変化

東 日 本 西日本
全体

昔十 東北 北陸/関東 計 中図 九州

( ア ン ケ ー ト回答者数) 200 105 60 45 95 27 68 

〈箱施用剤の単用〉

今後 伸 び る 56% 63% 68% 56% 47% 67% 40% 

減少・衰退 6 6 8 2 5 4 6 

変わ ら な い 24 20 18  22  28  19 32 

わか ら な い 1 5  1 1  5 20 19 11  22 

〈箱施用剤と 本田茎禁処理剤の併用〉

今後伸 び る 39 54 50 60 2 1  1 5  24 

減少・衰退 12 15 23 4 1 6  19 1 5  

変わら な い 33 8 23 22 56 59 54 

わから な い 1 7  8 3 1 3  7 7 7 

〈本日|水面施用粒剤 と

本EH茎;葉処理剤の併用〉

今後 伸 び る 6 5 2 9 7 7 7 

減少・衰退 44 56 68 40 30 44 24 

変わ ら な い 32 26 20 33 38 22 44 

わから な い 19 1 3  10  18  25 26 25 

〈本凹茎禁処理剤の単用〉

今後 伸 び る 3 2 2 2 3 。 4 

減少・衰退 49 59 73 40 37 63 27 

変わら な い 32 28 17 42 37 22 43 

わから な い 1 7  11 8 1 6  23 1 5  27 

〈本日l水面施用粒剤の単用〉
今後 伸 び る 14 1 5  20 9 13 33 4 

減少・衰退 37 42 53 27 32 30 32 

変わ ら な い 32 3 1  20 47 32 22 35 

わか ら な い 18 11 7 1 8  2 4  1 5  28 

一一一 2一一一
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E いもち病防除体系の実態と今後 の変化

現在の 主 要な防除体系 はな に か と の 設問 に 対 し ， 東 日

本 で は 本 田 水面施用粒剤 と 本 田茎葉散布剤の併用 と の 回

答が最 も 多 く ， 次い で本田 水面施用 剤の単用， 育荷箱施

用 剤と本 田 茎葉散布 剤 の併 用 の順 で あ っ た 。 西 日 本 で

は ， 育苗箱施用 剤 と 本田茎葉散布剤との併用 と の 回答が

最 も 多 く ， 本田茎葉散布剤 の単用， 育苗箱施用 剤 の単用

の11慎 と な り ， 両地域 の 違い は 同 時 に 防除 す べ き 病害虫の

発生実態 と そ の 種類 に よ る と こ ろ が大 き い と 考 え ら れ

た 。

近い将来 (5 年 か ら 10 年後) のい も ち 病 の 防 除技術

は ど う な る か と の設問 に 対 し て は ， 。育苗箱施用 剤の単

用， 。育苗箱施用 剤と本 田茎葉散布剤の併用 ， 。育苗箱

施 用 剤 と 本 田 水面施用 粒 剤 の 併用な ど は 増加す る も の

の， ム本 田水面施用粒剤 と 本 田茎葉散布剤 の併用， ム本

田茎葉散布剤 の単用， ム本 田水面施用粒剤 の単用な ど は

減少あ る い は衰退す る と の 回答が多 か っ た 。

こ の こ と は， 農協 の 営農指導員が， い も ち 病の 防除体

系 は「本田処理剤j か ら 「育苗箱施用剤」 へ シ フ 卜 し て

い く 傾向 に あ る と 考え てい る こ と を 示 し てい る (表 1 ) 。

なお， 西 日 本 で は す で に 育苗箱施用 剤と本 田処理剤 の

併用が高い割合 で普及 し てい る た め ， 育苗箱施用剤 と 本

田期防除剤 と の併用 は 現在 と 変わ ら ない と の 回答が多か

っ た 。

皿 育苗箱施用 に よ る病害虫防除の実態 と

今後 の変化

1 育苗箱施用剤による防除

現在使用 し てい る 育苗箱施用剤 の成分 に 関 す る 設問 で

は， 西 日 本， 東 日 本 と も に 殺虫 ・ 殺菌剤の混合剤の使用

率が高 く ， 将来的 に も 殺虫 ・ 殺菌剤 の 混合剤の普及 は増

加 し ， 殺虫剤 の単用 あ る い は 殺菌剤lの単用 は増 えないだ

ろ う と の 回答が多 か っ た 。

2 育酋箱施用剤が今後普及すると仮定した場合の理

由と普及上の問題点

育苗箱施用剤が普及 す る 理 由 はな に か と い う 設問 に対

し て ， 。農家が省力 化 の た め 育苗箱施用剤が増加す る ，

O残効性 に優れたい も ち 病防 除薬剤が登場 し た か ら ， と

い う 答 え が多 く ， 東 日 本， と く に 東 北地域で は「残効性

に優れたい も ち 病防除薬剤が登場 し た か ら j と 答 え た 営

農指導員が他の地域 よ り 多 か っ た (表 - 2 ) 。

次 に ， 育苗箱施用 剤 を普及 す る 上 で問題点とな る の は

な に か と の設問 に 対 し て は ， く〉 カ メ ム シ ， 紋枯病な ど育

苗箱施用 で カ バー で き ない病害虫 が あ る の で， 本田防|徐

一一一 3 

が ど う し て も 必要， く〉農家が指導 ど お り に使用 す る か心

配， く〉体系 で防除 す る 必要 が ま だ あ る ， あ る い は ， 育苗

箱施用 に よ る 防除 で は 防除不要な病害虫 を 対 象 と し てい

る 育苗箱混合剤 (殺虫 ・ 殺菌混合剤) が多 く ， コ ス ト が

割高 に な る ， 。 経 営規模が 大 き く ， 育苗箱施用 剤 は 時

間， 手聞 がか か り す ぎ る ， な ど の 回答が多 か っ た 。 と く

に ， 西 日 本 で は ， ["害虫 の 大発生時 に 対 す る 不安 」 と の

指摘が多 く ， 東 北地域 で は ， ["い も ち 病 の 大 発生 時 に 対

す る 不安j を 指摘 す る 回答が多 か っ た 。

3 育苗箱施用剤の普及を推進する上での必要となる

項目

育苗箱施用 剤 を 普及推進す る 上 で重要 と 考 え てい る 項

目 はな に かとの設問 に 対 し て は， 回答率の高い順 に ， 0

い も ち 病 に 対 す る 防除 の信頼性， 。費用対策効果， く〉水

稲への安全性が高 し 当 ， 0使用 者への安全性 が高い， で あ

っ た 。 さ ら に 殺虫剤 と 殺菌剤の混合剤 を 前提 と し た 場合

に は ， 東 日本 で は イ ネ ミ ズゾ ウ ム シ や イ ネ ドロオ イ ム シ

に対す る 高い効果 が必要 と さ れ， 西 日 本で は ウ ン カ 類，

ニ カ メ イ ガ や コ プ ノ メ イ ガな ど の鱗麹白書虫 へ の 高い効

果が必要 と さ れた 。

W 長期残効型育苗箱施用 剤の今後

長期残効型育荷箱施用 剤 の最大の利点 は ， 防除の省力

化 に あ る 。 移植前の育荷箱 に 所定量 の 薬剤 を 散布す る だ

け で， 水田 に 入 ら ない で済む。 し か し ， 移植直前の作業

が果た し て 省力 的作業 と いえ る だ ろ う か。

こ の 問題点 を 解決 す る た め ， ( 1 ) 播種前 に床土 に 混和

で き る 粒剤， ( 2 ) 橋種時あ る い は緑化開始時 に 濯注処理

で き る 液剤， ( 3 ) 播種時 あ る い は緑化開始時 に 散布 で き

る 粒剤な ど施用時期 を早 め た 製剤 の 開発が進 め ら れ てい

る 。 施用 時期 を早 く し た場合のメ リ ッ ト と し て ， ( 1 ) 共

同育苗 セ ン タ ーな ど の 大規模 に播種， 育苗管理 を 行 っ て

い る 組織で導入す る こ と で， 多 数 の 育苗箱 に 施用 で き る

た め ， 広域的な防除が可能 と な る ， ( 2 ) 播種 か ら 緑化 ま

での一連 の作業体系 の 中 に 組 み 込 む こ と が で き る た め ，

移植直前の処理 よ り 効率的 に 行え る ， ( 3 ) い も ち 病が育

苗期間 中 に 二次感染す る こ と を 防 げ る ， ( 4 ) 補植用 の 取

り 置 き 苗 に 対 し て も い も ち 病防除剤が施用 さ れ る こ と に

な り 取 り 置 き 苗 での早期 の 葉い も ち 発生 を防 ぐ こ と が で

き る な どカf あ る 。

し か し ， 長期残効型育商箱施用 剤 は ， 本団施用 剤 に 比

較 し て製剤化 の 困難 さ か ら 割高 の た め ， 薬剤費 は 直接生

産 コ ス ト に加算 さ れ る こ と にな る 。 育苗箱施用 を推進す

る 場合 に は ， そ の 薬剤費が加算 さ れ て も 農家の収益が低

下 しない よ う な経営指導が重要 と な る 。
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表-2 子ff民主Fî処JlHI'iIIが今後内放すると仮定した場合のJlI!由と:l'�}え抗blliの際の問題点

地域

全体

(アンケートI，íl答者数) 200 

〈持及すると仮定した場合の翌日山〉

民家が11力化のためにより箱施!日J'í!1を利IIJ
90% 

するから

911効tlに仮れたいもち再11ができたから 70 

今まで紡脳IIJ J'í!Jで防除できなかったi1f虫に
42 

効く殺虫剤ができたから

g!k�誌の/ltJで有íJiíliJ1j斉11の使用に慣れてきたか
38 b、J 

行政(I'�令指将が箱施JH持11に変わってきてい
11 

るから

1fi施IIJl'íllの級類が増えてメーカーの封i逃が
12 

前発になったから

その他 5 

〈官官1箱施IIJ斉IJを普及推.進する際のjllJ題}，I，()

アメムシ ・紋枯病などカバーできない病符

!Itがあるので， 本[111め除がどうしても必要 52 

になる

民家が指導通りに{史JfJ (施問主tlするか心
46 

円U
体系でItli除する必要がまだまだあるのでコ

45 
ス卜が訓11.4になる

いもちの大発生時に対する効果が不安 38 

告虫の大発'U侍に対する効果が不安 26 

病�M.dtの発'1:.にかかわらず予防的に使うの
23 

で， 過剰|切除となる

不要な病il�虫を対象としている箱施則斉IJが
17 

多く， コストが割高になる

楽��tの発'1・ 15 

各混合計IJの銘柄の特徴がわかりにくく品LI
12 

が多くなる

経常規模が大きく， �布施用剤は時間， 手間
10 

ヵtかかりすぎる

その他 4 

fì:)惚数M答あり.

育苗箱施用 剤 を 有効 に 利 用 す る た め に は， い か に し て

広域的 な 水団地帯 に 省力， 低 コ ス ト で か つ 効果的な施用

がで き る よ う に す る かが重要 な ポ イ ン 卜 と な る 。 現在，

共同育的セ ン タ ー な ど の大規模な施設で多数の育苗箱 に

短時間 に均一な処理がで き る 手法 に つ い て の検討 も 進 め

ら れ て お り ， そ の成果 に 期待 し た い 。

お わ り に

長期残効型育商箱施用 剤は， 今後， そ の ニ ー ズは ま す

w日本 両日本

旨| 東北 北限/1見HlQ 百| 中同 九州

105 60 45 95 27 68 

91% 92% 89% 90% 93% 88% 

4 

77 87 64 62 59 63 

35 32 40 48 48 49 

34 :l:l 36 41 52 37 

13 17 7 4 9 

11 8 J:l 14 15 13 

6 3 9 。 6 

57 58 !i6 4!i 48 44 

51 63 36 :ド} 41 38 

54 55 !i3 :14 44 29 

42 50 31 :13 37 31 

18 15 22 :14 37 32 

24 22 27 22 30 19 

23 23 22 11 11 10 

15 12 20 14 11 15 

11 12 11 13 7 15 

18 15 22 o 。 。

2 。 4 5 。 7 

ま す 高 く な る と 思われ る 。 し か し ， こ れ ま で は ， 現場の

声 を聞 い て い る と は い う も の の ， こ れ ほ ど 多 く の 営農 指

導 員 に 共通項 目 で ア ン ケ ー ト 調 査 が行 わ れ たこと は な

い。 「農家が本 当 に 必要 な技術 は な に か， 魅力 あ る 農業

と は な に か」 を 考 え る た め の貴重な資料で あ る と 考 え ら

れ る 。 貴重 な ア ン ケ ー ト 資 料 を 提供 し て く だ さ っ た リ サ

ー チ 会社諸氏 に ， 心 か ら 感謝の意 を 表 し た い。


